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トップニュース
村長の動きや方針を紹介。村政の重要施策などホットな情報を掲載します

　

８
月
19
日
と
23
日
、国
道
４
２
５

号（
十
津
川
〜
龍
神
間
）整
備
促
進

協
議
会
が
、和
歌
山
県
と
奈
良
県
に

対
し
て
国
道
４
２
５
号
の
整
備
促
進

に
係
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
道
４
２
５
号
の
う
ち
、十
津
川

〜
龍
神
間
は
、狭
い
区
間
が
特
に
多

く
、両
県
が
改
良
や
待
避
所
設
置
の

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
は
、今
後
も
こ
の
区
間
の

整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
、要
望

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

完
成
し
た
林
道
那
知
合
永

井
線（
２
．９
㌔
）は
、谷
垣
内

と
玉
垣
内
を
結
ぶ
道
で
、県
が

約
31
億
５
千
万
円
も
の
費
用

を
か
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
が
推
進
す
る
林
業
の
６

次
産
業
化
や
住
民
の
生
活
を

支
え
る
道
と
し
て
、ま
た
、災

害
時
に
は
地
域
を
つ
な
ぐ
道
と

し
て
、重
要
な
役
割
を
備
え
た

林
道
が
待
望
の
開
通
を
迎
え

ま
し
た
。

　

８
月
29
日
、大
字
谷
垣
内
地
内
の
林
道

で
、「
林
道
那
知
合
永
井
線
」の
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

2

待
望
の
林
道
那
知
合
永
井
線
開
通

国
道
４
２
５
号（
十
津
川

〜
龍
神
）の
整
備
促
進
を
！

起 　 点　大字谷垣内
終　　点　大字玉垣内
事業期間　平成16年～平成24年
総事業費　31億5,200万円
幅　　員　５メートル
長　　さ　2,903メートル
施 行 者　奈良県
管 理 者　十津川村

8月19日 和歌山県庁で要望

8月23日　奈良県庁で要望

林道のポイント
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９
月
３
日
、か
し
は
ら
万
葉

ホ
ー
ル（
橿
原
市
）で
県
内
37
市
町

村
と
県
な
ど
で
つ
く
る
県
消
防
広

域
化
協
議
会
が
開
か
れ
、県
広
域

消
防
組
合
が
来
年
４
月
に
設
立
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
自
治
体
が
参
加

す
る
消
防
の
広
域
化
は
全
国
で
も

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、県
内
の
消

防
体
制
の
強
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
昨
年
の
大
水
害
の
件
で
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
こ

に
き
て
観
光
大
使
制
度
に
新

し
い
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
る
こ
と

を
知
り
、ほ
っ
と
し
て
お
り
ま

す
。歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た

十
津
川
村
こ
そ
、日
本
人
の
心

の
ふ
る
さ
と
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、今
回
の「
委
嘱
状
交
付

式
」の
知
ら
せ
は
、嬉
し
い
限
り

で
す
。わ
た
し
は
、都
合
悪
く
、

今
回
の
慶
事
に
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
が
、継
続
の
大
使
の
方

に
も
、新
規
の
大
使
の
方
に
も

よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
も
、な
る
べ
く
早
く
、十

津
川
村
の
方
々
に
、も
う
一
度

お
会
い
し
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。

作
家
・
西
村
京
太
郎

　

２
期
目
と
な
る
大
使
は
、各
地

区
の
郷
友
会
、村
の
観
光
協
会
や

商
工
会
、村
の
推
薦
を
受
け
た
29

人
。

　

大
使
の
働
き
か
け
で
実
現
し

た
村
へ
の
団
体
旅
行
の
誘
客
な

ど
、今
後
、大
使
と
村
が
連
携
し

た
村
の
魅
力
や
観
光
資
源
の
発

信
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

千葉　高弘（十津川村）
岩﨑　栄作（奈良市）
松田　忠徳（北海道）
松實　　尚（奈良市）
早津　忠保（大和高田市）
小澤　　正（大阪府）
松村　正道（東京都）
東　　　武（東京都）
泉谷　金吾（埼玉県）
井澤　　進（愛知県）
丸田　秀実（愛知県）
和田冨士雄（愛知県）
勝山　欣哉（京都府）
長尾喜八郎（大阪府）
土居　浩章（大阪府）

広域消防組合設立の協議書に調印した知事と37市町村の首長

草川　孝昭（大阪府）
乾　　攻郎（奈良市）
藤森　友和（生駒市）
柳瀬　良延（橿原市）
榊本　　勲（葛城市）
沼平　宏明（橿原市）
西村　　司（五條市）
澤柳　正子（東京都）
さだまさし（東京都）
西村京太郎（神奈川県）
上垣　隆幸（大阪府）
梅谷　倫美（田原本町）
小芝　陽子（新宮市）
寺尾　嘉悠（新宮市）

【敬称略・順不同】

強
力
助
っ
人
観
光
大
使
に
29
人

全
国
初
！
県
広
域
消
防

組
合
来
年
４
月
設
立
へ

８
月
20
日
、ホ
テ
ル
昴
で

「
観
光
大
使
」の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第２期「十津川村観光大使」の
みなさんをご紹介します。

当日、大使のひとりで、作家の
西村京太郎さんから
メッセージが届きました。

新

新

新

新



冷
蔵
庫
の
中
は
ビ
ー
ル
だ
け
？

と
大
袈
裟
な
例
で
す
が
、家
庭
に
あ
る
食
材
を

使
い
切
ら
な
い
　
空
に
し
な
い
　
切
ら
さ
な
い

が
備
蓄
へ
の
第
一
歩
で
す
。
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国
の
防
災
基
本
計
画
の
作
成
な
ど
を

行
う
中
央
防
災
会
議
の「
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」が
、５
月
28
日
に
発
表
し
た

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
」の
報
告

の
中
で
、「
１
週
間
分
以
上
の
備
蓄
が
必

要
」と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で「
え
っ
！
１
週
間

分
も
！
」と
戸
惑
わ
れ
た
人
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
記
事
に
は
、大
人
１
週
間
の
商

品
を
並
べ
る
と
、量
は
半
畳
ほ
ど
、重
さ

は
約
25
㌔
に
も
な
っ
た
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

仮
に
４
人
家
族
で
あ
れ
ば
、量
は
２

畳
、重
さ
は
１
０
０
㌔
に
も
な
り
、小
さ
な

部
屋
の
半
分
を
占
領
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
は
、「
備
蓄
し
て
く
だ
さ
い
」と
簡

単
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
量
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
村

の
最
大
震
度
は
６
弱
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と

い
う
日
本
の
生
産
や
物
流
の
大
半
を
担

う
地
域
一
帯
が
被
災
す
る
と
、た
と
え

村
の
被
害
が
小
さ
い
場
合
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、食
料
品
や
日
用
品
の
入
手
が

困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
震
以
外
で
も
、村
は
水
害

へ
の
備
え
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、大
き
な

被
害
を
想
定
し
た
備
蓄
は
、必
要
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。

　

３
日
分
の
食
料
や
水
の
備
蓄
に
加

え
、米
や
日
用
品
な
ど
を
あ
る
程
度
買

い
置
き
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、米
び
つ
が
空
に
な
る
前
に
米

を
買
い
に
行
く
、食
品
棚
や
冷
蔵
庫
の
中

の
食
材
や
調
味
料
を
切
ら
さ
な
い
、ト
イ

レ
の
棚
に
は
常
に
未
使
用
の
ペ
ー
パ
ー
が

置
い
て
い
て
、戸
棚
の
中
に
は
乾
電
池
が

入
っ
て
い
る
、神
棚
に
は
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ

チ
が
置
い
て
い
て
、流
し
台
の
下
に
は
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
セ
ッ
ト
が
あ
る…

と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
な
ん
だ
そ
ん
な
の
、う
ち
で
は
ご
く

普
通
の
状
態
だ
よ
」と
い
う
声
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
で
良
い
の
で
す
。

そ
の
家
庭
で
は「
使
い
切
ら
な
い
、空
に

し
な
い
、切
ら
さ
な
い
」を
意
識
す
る
だ

け
で
十
分
で
す
。

　

備
蓄
品
を
一
度
に
す
べ
て
そ
ろ
え
る

と
費
用
が
か
か
り
、置
き
場
所
も
必
要

で
す
。
各
家
庭
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

少
し
ず
つ
で
も
備
蓄
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
家
庭
の
備
蓄
品
っ
て
何
を
ど
れ
く
ら
い
備
え
た
ら
い
い
の
？

ふ
だ
ん
食
べ
な
い
非
常
食
品
を
買
い
そ
ろ
え
て
、結
局
使
わ

な
か
っ
た
ら
も
っ
た
い
な
い
」

備
蓄
品
と
聞
け
ば
、ふ
だ
ん
使
わ
な
い
非
常
時
の
食
品
や
物

資
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
で
す
が
、少
し
の
工
夫
で
、い
つ
も
の

暮
ら
し
の
中
に『
備
蓄
』を
習
慣
づ
け
ら
れ
ま
す
。

家庭の
備蓄品を
考える

─特集─
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家庭の
備蓄品を
考える

─特集─



ここでは、他の援助を受けず自分の力だけ
で生活をするために特に欠かせない食料・
飲料水の１週間分の目安をご紹介します。

（参考：新宮市防災備蓄展、広報しんぐう）

－　大人２人、１週間分の備蓄食料例　－
■水
・ペットボトル２㍑ ２１本
■主食
・米 ５ｷﾛ
・真空パックのご飯 ６食
・餅 １袋
・パスタ・そうめん（300㌘） 各１袋
・小麦粉（500㌘） １袋
・ホットケーキミックス粉 １袋
・インスタントラーメン ５袋
■野菜・くだもの
・コーン缶 ２缶
・トマトソース缶 ２缶
・アスパラ缶 ２缶
・レトルトパスタソース ２袋
・切り干し大根など乾物 各１袋
・野菜ジュース ８缶
・フルーツ缶 ５缶
■肉類
・牛肉、ミートソース、焼き鳥など缶詰 各２缶
・カレー、牛丼などのレトルト食品 ４袋
■魚類
・ツナ、サバ、サンマ、イワシ、サケ缶詰 12缶
・魚肉ソーセージ ４本
・かつお節大 １袋
・ちりめんじゃこ乾物 １袋
■豆製品
・大豆缶詰 ４缶
・こうや豆腐 １袋
■乳製品
・スキムミルク １袋
■汁もの
・即席みそ汁 ８食
■その他
・海苔 １袋
・シリアル、クラッカー 各１袋
・梅干 １パック
・らっきょう １袋
・すりごま １袋
・ジャム １瓶
・とろろ昆布 １袋
・麺つゆ １瓶

※調味料など、ふだん使っている食材は、
　予備１単位を心がけましょう。

村報とつかわ 2013.107
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　９月11日から12日にかけて、大
字平谷（真砂瀬つり橋）から大字出
谷までの山道で道普請が行われま
した。
　今回は、近畿大学から14人が参
加し、旧出谷小学校から大字西中ま
でつながる道の整備に汗を流しま
した。

古道の復旧に一役。近畿大学生が道普請に参加

－　力をあわせてがんばったよ♪　－

小学校運動会
フォトギャラリー

㊤：整備を終えた道の横で記念撮影
㊧：道に積もった土を取り除く様子



復旧後

復旧前

村報とつかわ 2013.109

休憩も惜しんで作業が続けられ
ました

手作業や重機を使って、堆積
した土砂が取り除かれると、り
っぱなワサビ田が姿を現しま
した

　

８
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け

て
、紀
伊
半
島
大
水
害
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
ワ
サ
ビ
田（
大
字

迫
西
川
）の
復
旧
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

村
わ
さ
び
協
議
会
の
取
り
組

み
で
行
わ
れ
た
ワ
サ
ビ
田
の
復
旧

作
業
は
、県
職
員
の
指
導
の
下
、

日
本
大
学
の
学
生
や
地
元
青
年

団
な
ど
も
協
力
し
、復
旧
を
支

援
。
ワ
サ
ビ
田
に
堆
積
し
た
大

量
の
土
砂
約
20
㎥
が
取
り
除
か

れ
ま
し
た
。

　

滞
在
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

中
、手
を
休
め
る
こ
と
な
く
復
旧

作
業
を
続
け
た
学
生
た
ち
は「
植

え
つ
け
ま
で
し
た
か
っ
た
」と
、作

業
を
振
り
返
り
、別
れ
を
惜
し
む

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
し
た
ワ
サ
ビ
田
で
は
、来

春
の
植
え
付
け
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

目指せ十津川ワサビの復活！ワサビ田の復旧作業
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世界に発信！村の魅力をピーアール

いつまでも変わらずお元気で♪

　9月6日、長寿と健康のお祝いで、更
谷村長が村内最高齢104歳の津本タケ
ノさん（大字高津）を表敬訪問しました。
　村長の「いつまでも元気でおってよ」
の問いかけに、笑顔で答える津本さん。
　津本さん、これからも変わらずお元
気でいてくださいね。

　9月13日から15日まで、東京ビッグ
サイトで開かれたアジア最大級の旅の
展示会「JATA旅博2013」に、奈良県
から村と奈良市が参加しました。
　150の国と地域から約700の団体
が参加し、多くの来場者が訪れる中、
村のマスコットキャラクター郷士くんや
奈良県のマスコットキャラクターのせ
んとくんが、聖地熊野の魅力を発信し、
村への誘客を行いました。

県境での災害を想定し3県が連携

　9月19日、和歌山・三重・奈良の3県
が連携し、県境の瀞峡で災害発生を想
定した消防連携訓練が行われました。
　五條市、新宮市、田辺市、熊野市の
各消防署員、村からは地元消防団や本
部分団が参加し、訓練を通じて3県の
関係機関の連携を確認しました。

地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
の
投
稿
や
取
材
依
頼

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

総務課広報紙担当まで　☎0746（62）0001

高森の郷でショートステイ中に
表敬訪問を受ける津本さん

㊤負傷者の搬送
㊨現場指揮官が各部隊に指示伝達



「
村
の
宝
」。
普
段
か
ら
身
近
に
あ
り
、特
別
な
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
中
に
あ
り
ま
す
。「
普
段
の
も
の
が
特
別
な
宝
も
の
に
」

十津川
村の宝

鼓動の会会長の今西芳民です。

十津川鼓動の会は、平成
14年6月から語り部活動
を始めて、今年で11年目
を迎えます。現在会員は
24人(村内16人村外8人)
で、村内の世界遺産を中
心に、これまで約7,000人
の来訪者を案内し、村の魅
力を伝える活動を行って
います。

堂
は
昭
和
30
年（
１
９
５
５
年
）に
建
て

替
え
ら
れ
、堂
内
に
は
中
央
に
如
意
輪

観
音
菩
薩
座
像
、左
に
地
蔵
菩
薩
立
像
、

右
に
観
音
菩
薩
立
像
の
３
体
の
石
仏
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
音
堂
を
後
に
し
て
古
道
を
下
っ
て

い
く
と
、林
道
奥
大
谷
線
に
出
ま
す
。

こ
こ
は
矢
倉
集
落
で
す
。
矢
倉
集
落
は
、

元
文
４
年（
１
７
３
９
年
）の
熊
野
め
ぐ

り
と
い
う
紀
行
文
に
、「
民
家
数
多
有
客

舎
よ
し
」と
あ
り
、ま
た
、天
正
元
年（
１

５
７
３
年
）※

土
居
清
良
が
書
い
た
清

良
記
の
17
巻
に
一
泊
道
留
１
８
７
人
と

書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、か
な
り
の
在

所
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

矢
倉
集
落
を
後
に
し
て
、林
道
を
進

み
地
道
を
下
っ
て
い
く
と
、西
中
大
谷
橋

か
ら
下
流
の
地
点
で
国
道
と
合
流
し
ま

す
。
こ
こ
が
大
字
西
中
で
す
。

（※

土
居
清
良
は
、伊
予
国（
今
の
愛
媛
県
）宇
和

郡
を
領
し
た
伊
予
西
園
家
に
仕
え
た
武
将
）

　

出
店
跡
を
過
ぎ
る
と
、古
道
は
、ゆ
る

や
か
な
勾
配
が
続
く
尾
根
道
と
な
り
、

道
は
、さ
ら
に
自
然
林
の
中
を
続
い
て
い

き
ま
す
。

　

眺
め
の
い
い
と
こ
ろ
に
着
く
と
、眼
下

に
今
西
集
落
、稜
線
に
林
道
川
津
今
西

線
が
見
え
ま
す
。

　

古
道
を
進
む
と
、右
手
の
一
段
上
が
っ

た
と
こ
ろ
に
一
石
五
輪
塔
が
見
え
て
き

ま
す
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と
少
し
急
な
下

り
坂
が
続
き
ま
す
。
石
垣
の
残
る
広
い

屋
敷
跡
が
左
手
に
見
え
、し
ば
ら
く
す

る
と
、石
垣
の
上
に
複
数
の
墓
石
が
並

ぶ
と
こ
ろ
に
出
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
、大

字
大
谷
集
落
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
少
し
下
る
と
、左
手
に
矢

倉
の
観
音
堂
が
見
え
て
き
ま
す
。
観
音

第
５
話
は
、前
回（
№
623
）に

引
き
つ
づ
き
、世
界
遺
産「
小

辺
路
」の
出
店
跡
か
ら
西
中

ま
で
の
道
の
り
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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語
り
部
の
活
動
を
と
お
し
て
知
っ
た
村
の
魅
力
を
発
信
。

この道を武士・土居清良一行187人が通る

野迫川村

熊野参詣道 小辺路

国道・主要道路

高
野
山

伯母子峠

三浦

三浦峠

西中

七色

田辺市本宮町

至 熊野本宮大社

五百瀬

十津川温泉
昴の郷

果無峠

八木尾

伯母子岳
1344m

大股

水ヶ峰

168

168

168

425

425
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玉置山へ臨時バスを運行します

人事異動のお知らせ

「昴マラソン」参加者の募集開始

へき地巡回診療（無料） 受診者を募集しますがんサロン「患者サロンよしの」のお知らせ

奈良県最低賃金が改定されました

●帰り

●行き

　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　 62-0132

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

診療所からお知らせ

吉野保健所 母子健康推進係 
☎ 0747（64）8134

奈良労働局賃金室 ☎ 0742（32）0206

小原診療所

月　日 診療所

土曜診療日（受付8:30 ～ 11:15）

整形外科診療日

10
11
11

月
月
月

日
日
日

（土）
（土）
（土）

19
2
16

第 3 週
第１週
第３週

10
11
11
11

月
月
月
月

日
日
日
日

17
7
7
21

小原診療所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

午前
午前
午後
午前

受付(小原8:30 ～ 11:15 ／上野地13:30 ～ 15:30)

（木）
（木）
（木）
（木）

福祉事務所 ☎0746(62)0901・

教育課 ☎0746(62)0067・

新春の十津川温泉郷を駆け抜けよう！
1月26日（日）開催決定！

部門：ハーフ、10km、3km、健康ジョギング
申込〆切　12月25日（水）先着500人

○退職（６月３０日付）
　▶米村　ゆみ（福祉事務所栄養士）
○退職（９月３０日付）
　▶上垣　智一（福祉事務所係長）

　へき地巡回診療が次の日程で行われます。募集
は約50人で、定員になり次第、受付を締め切ります。

【診療内容】耳鼻咽頭科・眼科（視力・眼圧検査・聴力
　　　　　検査があります。薬の処方はできません）
【申込〆切】11月6日（水）
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11月16日（土）10時～15時
住民ホール

10月25日（金）13：30～15：30
■先着50人、参加費無料

吉野保健所（下市町新住15－3）

　県内にお住いのがん患者やその家族同士が、悩み
や不安を語り合うことができる場です。
　「がんと緩和ケア」と題した講演会もありますので、
お申し込みのうえ、お気軽にお越しください。

時間額710円（平成25年10月20日発行）
最低賃金は、雇用形態や呼称に関わらず、すべての
労働者に適用されます。
（特定の産業には、特定最低賃金が定められています）

　10月24日（木）に玉置山駐車
場まで臨時バスを運行します。

村営バス運行管理事務所
☎0746（64）0408

10：30

11：30

14：00

11：05

12：05
(八木行に連絡)

14：35

11：14

12：14

14：44

08：30

09：35

十津川温泉

08：35

08：39

09：44

上猿飼

08：39

09：14

10：19

玉置山

09：07

玉置山 折立
(南都銀行前) 十津川温泉

十津川温泉 折立
(南都銀行前) 玉置山

折　　　立
込　之　上
十津川温泉

－料金表（片道）－
640円
700円
810円
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村報とつかわ 2013.1013

　平成24年全国消費者物価
指数に基づき、
　10月1日から各種手当の
額が変更されました。

☎
　 －　役場代表　－
電話 0746(62)0001
FAX 0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

　浄化槽を使用している人は、「清掃・点検・検査」が
法律で定められています。
●清　　掃
汚泥の汲み取りなど、清掃を年１回行いましょう。
※清掃は、衛生センターへお問い合わせください。
●保守点検
・保守点検は、知事登録を受けた保守点検業者に
委託して行ってください。
・保守点検では、浄化槽の装置やブロワ―ポンプ
などを点検し、修理や清掃時期の判定、消毒剤の
補充を行います。
※小型浄化槽は、年３回（４か月に１回）以上行う
ように定められています。単独処理浄化槽は、点
検頻度が異なります。
●定期検査
・すべての浄化槽は、法律で定められている定期
検査を毎年１回受けなければなりません。
※定期検査は、保守点検や清掃が適正に行われて
いるかを判定するものです。業者に委託して行う
保守点検とは別に、（社）奈良県環境保全協会が行
う定期検査を受けなければなりません。

相談ごとのある人は、ご相談ください。
　10月25日（金）10時～ 12時
　山村振興センター（大字武蔵）
　
　総務課　☎0746（62）0001

　その表示、あれっ？と思ったらお電話を。
　奈良地域センターでは、食品の偽装表示などに関
する情報のほか、食品の表示に関するお問い合わせ
を受け付けています。

児 童 扶 養 手 当
（全部支給）

児 童 扶 養 手 当
（一部支給）

特別児童扶養手当
（１　級）

特別児童扶養手当
（２　級）

障害児福祉手当

特別障害者手当

経過的福祉手当

41,430円

41,420円
～ 9,780円

50,400円

33,570円

14,280円

26,260円

14,280円

41,140円

41,130円
～ 9,710円

50,050円

33,330円

14,180円

26,080円

14,180円

　８月29日と30日に、十津川中学校２年生の政本
亜沙斗さんと横山和斗さんが、職場体験学習で十津
川分署を訪れました。
　2人は、消防の任務などの勉強、訓練礼式、消火訓
練、空気呼吸器着装訓練、救助訓練、救急訓練など、
一生懸命訓練に取り組みました。

※今後の手当額　【H25.10月▲0.7％、H26.4月▲0.7％、
H27.4月▲0.3％】

情報広場

水道課　☎0746（62）0908

各種手当の額(月額)が変わりました

五條市消防署十津川分署だより

浄化槽の維持管理について

行政相談会のお知らせです

食品表示の110番！専用ダイヤルで受付中

近畿農政局　奈良地域センター
☎0742（32）1877

福祉事務所
☎0746（62）0902

食品表示の110番は

手当の種類 これまで 10月1日～
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８
月
20
日
か
ら
３
日
間
、十
津
川
第
一
小

学
校
で
村
内
の
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、奈
良
教
育
大
学
と

村
内
の
小
学
校
が
協
力
し
、学
ぶ
楽
し
さ
や

分
か
る
喜
び
を
味
わ
い
、ふ
だ
ん
経
験
で
き

な
い
体
験
を
育
も
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、

平
成
22
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
19
人
の
参
加
が
あ
り
、夏
休
み

中
の
大
き
な
行
事
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
て
も
暑
い
３
日
間
で
し

た
が
、児
童
た
ち
の
積
極
的

な
活
動
や
先
生
方
の
熱
い
指

導
で
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に

実
り
多
き
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

授
業
で
は
、辞
書
づ
く
り

や
短
歌
づ
く
り
に
挑
戦
し
た

国
語
の
授
業
、植
木
算
の
考

え
方
か
ら
人
文
字
を
完
成
さ

せ
た
算
数
の
授
業
、音
の
性
質

を
モ
ノ
コ
ー
ド
や
ク
ン
ト
管
、

民
族
楽
器
の
ア
ン
ク
ル
ン
を

用
い
た
学
習
な
ど
、多
彩
な

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教   

育

だ
よ
り
（第65号）

実
り
多
き「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

「
親
子
で
遊
ぼ
う
よ
」

〜
第
１
回
乳
幼
児
家
庭
教
育
学
級
〜

お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
課
☎ 

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
課
☎ 

０
７
４
６（
62
）０
０
６
７
ま
で

　

８
月
23
日
、平
谷
小
学
校
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
乳
幼
児
家
庭

教
育
学
級
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
深
瀬
な
る
み
さ
ん
を

迎
え
、「
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
の
み
な

さ
ん
も
子
ど
も
と
一
緒
に
体
を
動

か
し「
楽
し
い
」を
体
感
。

　

ま
た
、保
護
者
向
け
に
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
の
指
導
も
あ
り
、み
な
さ

ん
日
頃
と
は
違
う
体
の
動
き
に
、

親
子
一
緒
に
気
持
ち
の
い
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。

今年の村文化祭
テーマ「繋～つなぐ」
【場　所】村体育文化センター(湯之原)
【展　示】11月1日(金)～3日（日）
　　　　　午前9時～午後8時
　　　　　（3日は午後3時まで）
【バザー・舞台】11月3日（日）
　　　　　午前9時～午後3時まで

人文字で「トツカワ」を完成！

閉会式終了後、“餅まき”あり
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介護・介護予防サービスなどに要する経費
健康教室などの地域支援事業に要する経費
介護給付費準備基金への積立金
介護保険事業の執行に必要な事務費など
国、県等の前年度の補助金の精算に要する経費など

5億2,842万3,421円
1,237万1,202円
882万5,791円
854万1,270円
722万2,507円

保 険 給 付 費
地 域 支 援 事 業 費
基 金 積 立 金
総 務 費
そ の 他 の 支 出

法律で定められた国が負担するお金
第2号被保険者（40～64歳の方）の介護保険料に相当する交付金
法律で定められた県が負担するお金
法律で定められた村が負担するお金及び基金の取り崩し
第1号被保険者（65歳以上の方）の保険料
前年度の剰余金
督促手数料、基金利子、寄附金、臨時的な補助金など

■ 国庫支出金
■ 支払基金交付金
■ 県支出金
■ 繰入金
■ 保険料
■ 繰越金
■ その他の収入

■ 保険給付費
■ 地域支援事業費
■ 基金積立金
■ 総務費
■ その他の支出

71
74
55

平成２２年度
平成２３年度
平成２４年度

要支援1年度
87
95
109

要支援2
103
79
85

要介護1
70
69
69

要介護2
44
47
56

要介護3
40
41
49

要介護4
36
38
34

要介護5
451
443
457

合　計

1億5,815万6,789円
1億5,169万5,000円
8,440万3,692円
8,140万3,630円
7,024万7,871円
1,519万4,942円
428万2,267円

5億6,538万4,191円

歳入

5億6,538万4,191円

歳出

国 庫 支 出 金
支 払 基 金 交 付 金
県 支 出 金
繰 入 金
保 険 料
繰 越 金
そ の 他 の 収 入

お問い合わせ：福祉事務所 ☎0746（62）0901

要支援・要介護認定者の状況（各年度末） （単位：人）

介護保険特別会計決算報告

93.4%

28.0%

26.8%14.9%

14.4%

12.4%

2.7% 0.8%

2.2%
1.6% 1.5% 1.3%



こくみんねんきん

　

国
民
年
金
は
、20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
間
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
65
歳
か

ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

る
制
度
で
す
。

　

こ
の
間
の
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

期
間
や
、免
除（
全
額
免
除
・
４
分
の
１

免
除
・
半
額
免
除
・
４
分
の
３
免
除
）・
猶

予（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
・
学
生
納
付

特
例
制
度
）の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、納
付
や
追
納
を
し
な
か
っ
た
場

合
、老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、納
め
て
い
な
い
保
険
料
の

納
付
や
後
納
・
追
納
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、年
金
額
の
増
額
に
繋
げ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
は
、平
成
24
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

限
り
、過
去
10
年
以
内
の
未
納
期
間
に
つ

い
て
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

　

一
方
、追
納
制
度
は
、過
去
10
年
以
内

の
免
除（
学
生
納
付
特
例
、若
年
者
納
付

猶
予
含
む
）期
間
に
つ
い
て
、保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
や
、65
歳
以
上
で
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
、後
納

制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、審
査

の
結
果
、後
納
制
度
を
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

後
納
や
追
納
の
申
し
込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な

お
、ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
も
後
納
制
度

を
利
用
で
き
る
期
間
が
確
認
で
き
ま
す
。

※

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w
w
.nenkin.go.jp

）

 2013.10 村報とつかわ 16

│
お
問
い
合
わ
せ
│

　

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

▼
住
民
課（
国
民
年
金
窓
口
）

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
と
追
納
に
つ
い
て

保
険
料
の
未
納
期
間
や
免
除
ま
た
は
猶
予
期
間
が
あ
る
場
合
、

過
去
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

※後納や免除期間などの追納をする場合、先に経過した月分から順に納めなけれ
　ばいけません。
※老齢基礎年金を受給している人は、保険料の後納や追納はできません。
※例えば、平成15年10月分は平成25年10月まで納付できます。

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

元本年度 後納
全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

14，860円

14，640円

14，690円

14，750円

14，780円

14，890円

14，970円

15，240円

15,020円

－

－

－

11，050円

11，080円

11，170円

11，220円

11，420円

11,260円

7，430円

7，320円

7，350円

7，370円

7，390円

7，440円

7，480円

7，620円

7,510円

－

－

－

3，680円

3，690円

3，720円

3，740円

3，800円

3,750円
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平成24年度 国民健康保険特別会計決算をお知らせします

今月は、国保税（普通徴収）第5期の納期です。
納期限は、10月31日ですので納期内に忘れずに納めましょう！

▶お問い合わせ　福祉事務所 ☎0746（62）0901

　国民健康保険（国保）は、 加入す
るみなさんがお金（国保税）を出し
合い、医療費の負担を少なくするた
めの助け合いの制度です。もし、 
国保税を納めない人がいると、ほか
の加入者との公平を欠くばかりか、
財源が不足し、 税率の引き上げに
つながります。経済の低迷や低所
得者層の増加で国保税の収入が減

る一方で、高齢化や生活習慣病な
どの長期治療を必要とする慢性疾
患患者の増加、医療の進歩・高度化
で、医療費は年々増加し、国保財政
は厳しい状況です。
　今後も、日ごろから健康づくりを
心がけ、みなさんが安心して医療を
受けらるように、国保税の期限内納
付にご協力をお願いします。

●かかりつけ医を持ちましょう
●重複受診はやめましょう
同じ病気で複数の医療機関にかかる「重複受診」は、医療費の増加及び検査や薬の重複で体に悪影響を与える心配があります。

●休日・夜間の受診は控えましょう
休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患者さんのためのもので、医療費も高く設定されています。
緊急時以外は、平日の時間内に受診することを心がけましょう。

766世帯
1,301人
88,248円
51,958円
348,871円
96.31%

国保世帯数（年間平均）
被保険者数（年間平均）
１世帯当たり国保税（医療分）
１人当たり国保税（医療分） 
１人当たり医療費
国保税収納率（現年度分）
  

●平成２4年度実績

●国、県等の補助金

●国民健康保険税

●繰入金

●その他の収入

4億2,125万4,057円

9,309万7,815円

4,596万2,789円

147万8,845円

75.0%

16.6%

8.2%

0.2%

3億7,859万5,080円

6,715万4,364円

5,871万1,005円

2,999万2,337円

465万6,478円

653万9,255円

1,566万7,606円

67.4%

12.0%

10.5%

5.3%

0.8%

1.2%

2.8%

保険給付費

共同事業拠出金

後期高齢者支援金

介護納付金

保健事業費

総務費

その他の支出

保険給付費、後期高齢者支援金、介護納付金等の一部を国、県等が負担するお金です。

加入者が納める税金で、医療費などに充てられます。 

国保会計の財源の一部を、国、県及び村が補填するお金です。

前年度の繰越金や第三者行為に係る交通事故の損害賠償金です。 

加入者の医療費や出産育児一時金、葬祭費などに係る経費です。

高額医療費共同事業、保険財政共同安定化事業に係る拠出金です。

後期高齢者医療制度を支えるために国保が負担するお金です。

介護保険制度を支えるために国保が負担するお金です。

特定健康診査、医療費通知に係る経費です。

事務経費など国保の事業運営に必要な経費です。

直営診療所に対する国の補助金や前年度の補助金の精算に係る経費です。

歳　出　　　　5億6,131万6,125円

平成25年度繰越金　　　47万7,381円

歳　入　　　　5億6,179万3,506円

保険給付費
共同事業拠出金
後期高齢者支援金
介護納付金
保健事業費
総務費
その他の支出

国、県等の補助金
国民健康保険税
繰入金
その他の収入
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■
学
校
行
事
　

●
修
学
旅
行

　

本
校
の
２
年
生
が
９
月
８
日
か
ら

４
泊
５
日
で
徳
島
、淡
路
島
、隠
岐
の

島
、神
戸
な
ど
を
巡
る
修
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
人
形
浄
瑠
璃
の
鑑
賞
、マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、姫
路
城
見
学
、中
沼

了
三
先
生
顕
彰
碑
訪
問
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
を
し
ま
し
た
！

●
大
学
生
と
の
談
話
会

　

９
月
17
日
、大
阪
大
学
環
境
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
学
生
が
来
校

し
、村
と
の
協
働
体
制
や
村
に
貢
献
す

る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
、本
校
の
生

徒
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

●
た
す
き
リ
レ
ー

　

10
月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、十

津
川
高
校
・
文
武
館
創
立
１
５
０
周
年

記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト「
た
す
き
リ
レ
ー
」

（
京
都
〜
十
津
川
）を
行
い
ま
す
。
14

（
月
）は
、五
條
市
西
吉
野
町
城
戸
か
ら

十
津
川
高
校
ま
で
本
校
生
徒
が
走
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、沿
道
で
の
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

つ
な
が
りー

継
承
と
創
造
ー

　

毎
年
５
月
に
入
れ
ば
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

田
植
え
が
行
わ
れ
、緑
い
っ
ぱ
い
の
田
が
一

面
に
広
が
り
ま
す
。
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
な

ど
を
聞
く
と
、の
ど
か
で
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、10
月
に
入
れ
ば
、緑
の
田
は
黄

金
色
に
変
わ
り
、一
斉
に
稲
刈
り
が
は
じ
ま

り
、た
わ
わ
に
実
っ
た
穂
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、豊
作
に
感

謝
し
秋
の
お
祭
り
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
風
景
は
毎
年
の
こ
と
で
、さ

ほ
ど
の
新
鮮
さ
を
感
じ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、親
子
連
れ
そ
っ
て
お
祭
り
に
で

か
け
て
い
く
こ
と
は
、い
く
つ
に
な
っ
て
も
心

が
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
屋
台

で
、な
つ
か
し
い
味
に
舌
つ
づ
み
を
し
な
が

ら
、ゆ
っ
た
り
と
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

は
、最
高
で
す
。
そ
れ
は
、昔
に
回
帰
さ
せ
て

く
れ
る
魅
力
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　

で
も
最
近
は
、何
ご
と
に
お
い
て
も
効
率

優
先
、ス
ピ
ー
ド
優
先
と
な
り
、ゆ
っ
た
り

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
の
味
わ
い
が
失

せ
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

親
子
、家
族
、友
人
、知
人
、隣
近
所
の
人

と
人
の
つ
な
が
り
は
、あ
る
日
突
然
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
12
か
月
の
流
れ

の
中
で
四
季
折
々
に
、私
た
ち
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、そ
の
ま
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、守
り
育

て
て
こ
ら
れ
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
、ぬ
く

も
り
を
大
事
に
し
合
う
歳
時
記
を
、私
た

ち
も
可
能
な
限
り
継
承
、創
造
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

てんいち先生と
ひかりちゃんで学ぶ

人権

十津川高校だより
☎0746(64)0241修学旅行で訪れた島根県隠岐の島の

摩天崖で記念撮影

稲
刈
り
が

は
じ
ま
る
ね

い
よ
い
よ

実
り
の
秋

収
穫
の
秋
だ

豊
作
に

感
謝
の

心
だ

こ
の

雰
囲
気

最
高
！

食
べ
す
ぎ
は

ダ
メ
で
す
よ

食
欲
は
心

と
か
ら
だ

の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
だ
ね

人
権
の
ま
ち

づ
く
り
は

つ
な
が
り

か
ら
だ
よ

楽
し
そ
う



人のうごき人のうごき
（敬称略）

（敬称略）善意銀行善意銀行

玉置　結衣ちゃん（折立）
（9月13日生まれ・満1歳）

笑顔いっぱい
元気に育ってね♪

父…一也　母…紗織

ゆい

川上　嘉士ちゃん（小原）
（10月7日生まれ・満1歳）

元気で大きく
育ってね♪

父…嘉明　母…直美

よしと

森　謙志郎ちゃん（上野地）
（10月28日生まれ・満3歳）

弟と仲良く
その笑顔でまた

みんなを笑顔にしてね♪
父…操織　母…恭子

けんしろう

・中村　瀧子

おくやみおくやみ
岸尾　光明
岩本　武司

82
85

20
22

歳
歳

9月
9月

日
日
（　旭　）
（平　谷）

おめでたおめでた

中島　潤三（田辺市） 谷口　仁美（川　津）
ご 結 婚ご 結 婚

則本　心花 8月27日
父：辰人　母：裕子　　（重里）

（ここな） 　女

後藤　晴翔 9月23日
父：忠信　母：来美子　（猿飼）

（はると） 　男

村
の
方
言
な
〜
ん
だ

う
さ
ぎ
の「
お
い
し
さ
ん
」

で
す
。
今
月
の
出
題
は
こ

れ
じ
ゃ
♪

第
１
問 

き
ね
ず
み

例
木
の
枝
に
か
わ
い
い
き
ね
ず
み

第
２
問 

ぎ
っ
つ
い

例
ア
リ
と
ぎ
っ
つ
い

第
３
問 

く
ど

例
お
い
し
い
く
ど
め
し

第
４
問 

け
っ
と
う

例
寒
い
の
で
け
っ
と
う
に
く
る
ま
る

第
５
問 

け
ん
づ
い

例
３
時
の
け
ん
づ
い

●
９
月
号
の
答
え
合
わ
せ

【
が
い
つ
が
わ
る
い
】

答
具
合
が
わ
る
い

【
か
し
ま
に
着
る
】

 

答
表
裏
を
反
対
に
着
る

【
か
ん
す
】 

答
茶
釜

【
か
ん
こ
】

　

答
寒
に
で
き
る
椎
茸

【
が
ん
そ
】

　

答
い
た
ず
ら
も
の

いくつ答えられるかなぁ
ウサササササササ（笑）

タイムスリップの
合言葉は…
ラ・ビビビビビット！
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■第64回県中学校総合体育大会
　7月25日／橿原公苑第１体育館

【剣道男子団体戦】
十津川中学校　３位
－　メンバー　－

　３年：玉置秀太郎、林　　宏樹
　２年：玉津　昂人、政本亜沙斗
　１年：乾　琳太郎、玉置　泰康
　　　　千葉　輝斗

■第62回十津川剣道大会
8月10日／体育文化センター
【団体戦中学生の部】

南十津川少年剣道クラブ2位

第170回商工会
珠算検定試験合格者

(敬称略)
　08級　松實　　菖(平　谷　小)
　09級　乾　さくら(西川第二小)
　10級　玉置　真人(平　谷　小)

スポーツの結果 (敬称略)
　
は
じ
め
ま
し
て
。
う
さ
ぎ
の「
パ
ー

プ
ル
お
い
し
さ
ん
」で
す
。
今
月
号
か

ら
、す
き
間
を
見
つ
け
て
度
々
登
場
す

る
ぞ
。

　
今
か
ら
約
１
７
０
年
前
の
十
津
川

の
様
子
が
書
か
れ
た「
和
州
吉
野
郡
郡

山
記
」を
基
に
、江
戸
時
代
の
十
津
川

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
じ
ゃ
！

　

十
津
川
は
、天
ノ
川
・
野
川
・
舟
川
・

大
俣
川
・
小
川
・
神
納
川
・
内
原
川
・
芦

ノ
川
・
西
川
・
名
知
合
川
・
合
わ
せ
て

10
の
川
相
会
し
て
十
津
川
と
な
り
、上

野
地
よ
り
西
に
折
れ
て
、川
津
に
至

り
、川
津
よ
り
東
に
折
れ
て
壺
井
に
来

り
、風
屋
に
出
、小
原
・
東
泉
寺
を
経
て

西
南
に
流
れ
、桑
畑
に
至
り
南
に
流

れ
、七
色
を
過
ぎ
て
紀
州
本
宮
に
出
、

新
宮
に
至
り
、南
海
に
入
る
。

※

小
川…

（
現
在
は
旭
川
）ま
た

は
白
石
川
と
い
う
。
源
、釈
迦

嶽
の
西
北
渓
よ
り
出
て
、七
面

山
の
南
を
経
て
釈
迦
嶽
の
惣

門
を
と
お
り
、玉
石
・
屏
風
石

を
経
て
、迫
村
、中
谷
、栂
の
本

に
至
っ
て
、谷
瀬
に
出
る
。

※

内
原
川…

現
在
は
、滝
川
と
呼

ん
で
い
る

※

芦
ノ
川…

現
在
は
、足
廼
瀬
川

と
呼
ん
で
い
る

※

東
泉
寺…

東
泉
寺
縁
起
よ
り
、

温
泉
の
守
り
仏
の
薬
師
如
来

を
本
尊
と
し
て
建
立
さ
れ
た

寺
。
１
４
５
０
年（
宝
徳
２

年
）８
月
の
地
震
で
湯
脈
が
変

わ
り
武
蔵
に
湧
出
。
河
流
の

水
中
に
湧
出
す
る
も
の
が
多

い
の
で
、湯
谷
と
言
わ
れ
た
。

現
在
は
、湯
泉
地
と
書
か
れ
て

い
る
。

～和州吉野郡十津川荘記をゆく～
江戸時代の十津川へタイムスリップ
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H
25）年

10月
１
日・625号

　10月に入り朝晩めっきり涼しくな
りました。何度かこのあとがきでもお
知らせしていました米作りもこの10
月上旬に、脱穀作業を終えました。
振り返れば、４月から始まった種も
みからの苗作り、田植え、刈り取りと
いろいろな作業がありました。なか
でも予定通りにいかなかったのが、
刈り取りの作業でした。週末になる
と決まって雨が降ったり、台風が来
たりで、挙句の果てには稲穂から新
しい新芽が・・・。来年は、今年の失
敗した経験を肥やしに再度米作りに
挑戦してみようと思います。 （R・M）

　今月号の特集では、家庭の備蓄品
をご紹介しました。１週間分の備蓄品
となると、かなりの量が必要で、場所も
費用もかかってしまいます。
　とはいえ、30年以内に80％の確率で
起こるとされる南海トラフ巨大地震へ
の備えは必要不可欠です。そこで、備蓄
の方法として「ふだん使わないものを
備えておく」というよりも「ふだん使うも
のを予備１で備えるように心がけま
しょう」と本紙では紹介しています。
　ということで、まずは自宅の備えを
チェックしてみましょう！トイレット
ペーパーよし！ろうそくマッチよし！水
よし！お米よし！ビールよし！笑 （Y・T）

●世帯数　1,888世帯（-1世帯）

●人　口　3,761人（＋１人）

【平成25年10月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,871人（－３人）／女性  1,890人（＋４人）

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

村
報
と
つ
か
わ
 

稲刈りを終えて、たわわに実った穂をはぜ場
に。山あいのはぜ場に黄金の稲穂が並ぶ。人
のくらしを感じる絶景となる。

（提供）大字小井：天野泰人さん

私の集落の絶景
20枚目

　NHK・BSプレミアム番組
　「きらり！えん旅」のロケで、
　歌手の神野美伽さんが村に
やってきます。
　ロケの最終日に、神野美伽さんの
コンサートが行われます。お誘い
あわせのうえ多数ご来場ください。
日時：11月４日（月）
　　　13:00開場
　　　13:30開演（1時間ほど）
場所：体育文化センター（湯之原）
　入場無料ですが、事前の申し込
みが必要です。

詳しくは、観光振興課
☎0746(62)0004まで
お問い合わせください。

歌手「神野美伽」
コンサートのお誘い

（大字内原） （大字山崎）
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